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安全上のご注意安全上のご注意

このたびは、このたびは、小型中和装置ＴＰＨ型をお買い上げいただきまして、小型中和装置ＴＰＨ型をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。誠にありがとうございます。

本装置は、本装置は、中和装置として安心してご利用していただけるように改良を重ね設計されておりま中和装置として安心してご利用していただけるように改良を重ね設計されておりま

す。す。しかし、しかし、誤った取り扱いをすると事故誤った取り扱いをすると事故 （物的、（物的、人的）人的）を引き起こす可能性がありますのを引き起こす可能性がありますの

で、で、ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をすべて熟読のうえ、ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をすべて熟読のうえ、機器の知識、機器の知識、安全情報、安全情報、

そして注意事項のすべてについて習塾してからご使用ください。そして注意事項のすべてについて習塾してからご使用ください。なお、なお、本書はお読みになった本書はお読みになった

あとも大切に保管してください。あとも大切に保管してください。

この取扱説明書では、この取扱説明書では、安全上の注意事項ランクを安全上の注意事項ランクを「警告」「警告」「注意」「注意」として区分してあります。として区分してあります。

また、また、絵記号などの表示の内容もあります。絵記号などの表示の内容もあります。

　　　　　　　　警告警告 この表示を無視して誤った取扱いをすると、この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う人が死亡または重傷を負う

可能性が想定される内容をしめしています。可能性が想定される内容をしめしています。

　　　注　　　注意意 この表示を無視して誤った取扱いをすると、この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定され人が傷害を負う危険が想定され

る内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示します。る内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示します。

絵記号の例絵記号の例

　記号は　記号は 「気をつけるべきこと」「気をつけるべきこと」の注意を意味しています。の注意を意味しています。

　左の例は感電注意　左の例は感電注意

　記号は　記号は 「してはいけないこと」「してはいけないこと」の禁止を意味しています。の禁止を意味しています。

　記号は　記号は 「しなければならないこと」「しなければならないこと」の実行を意味しています。の実行を意味しています。
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1.1.　概要　概要
小型中和装置は、小型中和装置は、廃水量の少ない実験室、廃水量の少ない実験室、研究機関、研究機関、病院等の分析装置洗浄廃水等の中病院等の分析装置洗浄廃水等の中

和処理機器として開発致しました。和処理機器として開発致しました。小型小型ﾃﾞｼﾞﾀﾙpHﾃﾞｼﾞﾀﾙpH計、計、KClKCl無補充型複合無補充型複合pHpH電極、電極、優れた優れた

耐久性のある電磁耐久性のある電磁ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ、、軽量小型攪拌機などの機器を使用した水処理装置です。軽量小型攪拌機などの機器を使用した水処理装置です。

特徴特徴
1)1)　耐食性の優れた酸　耐食性の優れた酸 ・・ｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟを採用。を採用。

2)2)　制御方式は、　制御方式は、ON,OFFON,OFF制御。制御。

3)3)　小型軽量で低騒音の攪拌機。　小型軽量で低騒音の攪拌機。

4)4)　酸　酸・・ｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟの注入量もの注入量もｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ調整により任意に可変可能です調整により任意に可変可能です

5)5)　手動運転　手動運転ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞののｺﾝﾄﾛｰﾗｺﾝﾄﾛｰﾗにより任意に酸をにより任意に酸をON,OFFON,OFFできます。できます。

6)6)　不揮発　不揮発ﾒﾓﾘｰﾒﾓﾘｰの採用により電源を切っても各種設定値は保存されます。の採用により電源を切っても各種設定値は保存されます。

2.2.　仕様　仕様
2-12-1　装置仕様　装置仕様
名名  　　　　　　称　　　　　　称 ：：　小型中和装置　小型中和装置

処処    理理    方方    式式 ：：　全自動連続式　全自動連続式

対　　対　　    　　　　象　　　　象 ：：　液酸又は　液酸又はｱﾙｶﾘｱﾙｶﾘ廃水廃水 （（22～～12pH12pH））のの11点制御点制御

　　液酸　　液酸・・ｱﾙｶﾘｱﾙｶﾘ廃水廃水 （（22～～12pH12pH））のの22点制御点制御

型　型　  　　  　　　　式　　　　式 ：：　　TPH-1TPH-1 （（11点制御）、点制御）、TPH-2TPH-2 （（22点制御）点制御）

処処    理理  　能　力　能　力 ：：　　100100～～200L/h200L/h　（※原水の　（※原水のpHpH値により能力は変わります。）値により能力は変わります。）

中　中　  　和　和          槽槽 ：：　　ﾎﾟﾟﾘｴﾁﾚﾝﾎﾟﾟﾘｴﾁﾚﾝ製製100L100L

薬　薬　  　品　品  　　槽　　槽 ：：　　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製製4L4L　　11槽槽 （（TPH-1TPH-1型）、型）、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製製4L4L　　22槽槽 （（TPH-2TPH-2型）　型）　

流流  入入  /   / 排排  水水 ：：　　ﾎｰｽﾎｰｽによる自然流入　自然排水による自然流入　自然排水 （（ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ））

電　　　　　　電　　　　　　  源源 ：：　　100V100V　　50/60HZ   70W50/60HZ   70W

2-22-2　中和　中和pHpH計仕様計仕様
名　　　　　　　称名　　　　　　　称：：　　pHpH指示調節計指示調節計

型　　　　　型　　　　　      名名 ：：　　PET-M3PET-M3

測測    定定    範範    囲囲 ：：　　00～～14.00pH14.00pH

表表    示示    赤赤    色色 ：：　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙLCDﾃﾞｼﾞﾀﾙLCD表示表示 （（0.000.00 ～～14.0014.00））

測測    定定    精精    度度 ：：　　PH0.02PH0.02 ±±0.01digit0.01digit

制制    御御    出出    力力 ：：　酸　酸ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ駆動駆動 （酸（酸・・ｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟ　２台接続可能）　２台接続可能）

　　各　　各 100VA 100VA （誘導性負荷）（誘導性負荷）有電圧出力有電圧出力

伝伝    送送    出出    力力 ：：　　44～～20mA DC20mA DC （最大負荷抵抗（最大負荷抵抗500500Ω）Ω）絶縁出力絶縁出力

温温    度度    補補    償償 ：：　自動温度補償　自動温度補償

温度補償範囲温度補償範囲 ：：　　00～～100100℃℃

周周    囲囲    温温    度度 ：：　　00～～5050℃、℃、90% RH90% RH以下、以下、結露なきこと結露なきこと

電　　電　　              　源　源 ：：　　AC100VAC100V±±10V10V、、50/60Hz50/60Hz

制　制　              　　御　　御 ：：　　ON/OFFON/OFF又は時間比例制御又は時間比例制御
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2-32-3　電極仕様　電極仕様
形　　　　形　　　　  名名 ：：KClKCl 無補充無補充pHpH複合電極複合電極

型　　　　型　　　　  式式 ：：S200CY1mS200CY1m

材　　　　材　　　　  質質 ：：ｶﾞﾗｽ/ｴﾎﾟｷｼｶﾞﾗｽ/ｴﾎﾟｷｼ

付　付　  属属  　品　品 ：：pH4,pH7pH4,pH7標準液標準液

2-42-4　ポンプ仕様　ポンプ仕様
名　　　　名　　　　  称称 ：：電磁定量電磁定量ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ　（但し、　（但し、11点制御の場合は点制御の場合は11台）台）

型　　　　型　　　　  名名 ：：EH-B15VC-100PR1EH-B15VC-100PR1 （酸（酸ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ））

：：EH-B15VH-100PR1EH-B15VH-100PR1 （（ｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟ））

接　接　  液液  　部　部 ：：PVC/FKM/ｱﾙﾐﾅｾﾗﾐｯｸｽPVC/FKM/ｱﾙﾐﾅｾﾗﾐｯｸｽ　（酸　（酸ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ））

：：PVC/EPDM/ﾊｽﾃﾛｲCPVC/EPDM/ﾊｽﾃﾛｲC　（　（ｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟ））

吐　吐　  出出  　量　量 ：：00～～70ml/min70ml/min （可変）（可変）

吐吐  出出  圧圧  力力 ：：00～～5kgf/cm5kgf/cm22

電電                源源 ：：100V100V、、16W16W

接接                続続 ：：ﾎｰｽﾎｰｽ　径φ　径φ44×φ×φ99 （㎜）（㎜）

2-52-5　攪拌機仕様　攪拌機仕様
名名            　　  称称 ：：ﾀｲﾏｰﾀｲﾏｰ付付ｹﾐｶﾙﾐｷｻｰｹﾐｶﾙﾐｷｻｰ

型型                名名 ：：TCM-45514PSTTCM-45514PST

接接      液液      部部 ：：ﾁﾀﾝｼｬﾌﾄ/PP/PPSﾁﾀﾝｼｬﾌﾄ/PP/PPS

攪攪  拌拌  容容  量量 ：：00～～200L200L

回回      転転      数数 ：：2700rpm2700rpm （（50Hz50Hz）、）、3200rpm3200rpm （（60Hz60Hz））

電電                源源 ：：100V 45W100V 45W

3.3.　処理の概要　処理の概要
各設備より排出される廃液は、各設備より排出される廃液は、本装置に流入し、本装置に流入し、中和処理されます。中和処理されます。ｐＨ変動が大きい廃液の場合ｐＨ変動が大きい廃液の場合

は、は、希釈をするか、希釈をするか、または流入量を調整します。または流入量を調整します。廃液は中和処理槽から廃液は中和処理槽からｱﾝﾀﾞｰｵｰﾊﾞｰｱﾝﾀﾞｰｵｰﾊﾞｰで、で、自然に自然に

外に排出されます。外に排出されます。中和装置内に設置されたｐＨ電極は、中和装置内に設置されたｐＨ電極は、ｐＨを感知してｐＨ指示調節計に指示しまｐＨを感知してｐＨ指示調節計に指示しま

す。す。ｐＨ指示調節計に設定された上下限設定値に従って、ｐＨ指示調節計に設定された上下限設定値に従って、薬注薬注ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ（酸注入（酸注入ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ、、またはまたはｱﾙｶﾘｱﾙｶﾘ注注

入入ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ））を自動的にを自動的にON-OFFON-OFFをして、をして、撹拌混合されて中和処理をされます。撹拌混合されて中和処理をされます。

Ｍ

攪拌機

中和槽

ＰＰ 酸ポンプ アルカリポンプ

酸槽 アルカリ槽

原水条件

pH2～12

放流

pH

pH計

【処理フロー】【処理フロー】
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4.4.　各部の機能と説明　各部の機能と説明
4-1.ﾊﾟﾈﾙﾚｲｱｳﾄ4-1.ﾊﾟﾈﾙﾚｲｱｳﾄ

①① ：：　酸、　酸、ｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟの運転設定及びの運転設定及びﾃﾝﾌｧﾚﾝｼｮﾝﾃﾝﾌｧﾚﾝｼｮﾝ

動作のままの設定をします。動作のままの設定をします。

②② ：：pH4,7pH4,7 の校正時に使用します。の校正時に使用します。

③③ ：：設定の入力に使用します。設定の入力に使用します。

④④ ：：設定の確定時に使用します。設定の確定時に使用します。

⑤⑤ ：：手動運転手動運転ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞにてにて  　　　　  酸酸ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ　　　　　　 ｱﾙｶﾘ ｱﾙｶﾘ

  ﾎﾟﾝﾌﾟ  ﾎﾟﾝﾌﾟを手動運転します。を手動運転します。

⑥⑥ ：：攪拌機の攪拌機のON,OFFON,OFFを行います。を行います。

⑦⑦ ：：自動運転、自動運転、手動運転の切換を行います。手動運転の切換を行います。

4-2.4-2.機器の配置と名称機器の配置と名称

P 2 5 . 8 0
P 1 8 . 6 0

pH

30
0

31
0

ハンドホール

pHセンサー

酸ポンプ

酸タンク

アルカリタンク

アルカリポンプ

攪拌機pH計

入口出口

MODE ENTNEXT
CAL

P1 P2 M1 M2 M3 MAN

MODEMODE

NEXTNEXT
CALCAL

ENTENT

P1P1 P2P2 P2P2

MANMAN

M1M1

P1P1
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5.5.　設置　設置
5-1.5-1.長時間にわたり、長時間にわたり、精度良く安定した測定制御を行うため、精度良く安定した測定制御を行うため、必ず下記の条件を満たす場所に設置必ず下記の条件を満たす場所に設置

　　　　してください。　　　　してください。また安定性のない場所、また安定性のない場所、歩行の邪魔になる場所には絶対設置しないでください。歩行の邪魔になる場所には絶対設置しないでください。

警告警告 　漏電に伴う感電や火災を防ぐ為元電源側には必ず漏電　漏電に伴う感電や火災を防ぐ為元電源側には必ず漏電ﾌﾞﾚｰｶｰﾌﾞﾚｰｶｰを設けてください。を設けてください。

　　　　　　　　　　     短絡による事故を防ぐ為漏電短絡による事故を防ぐ為漏電ﾌﾞﾚｰｶｰﾌﾞﾚｰｶｰは過負荷、は過負荷、短絡保護兼用を使用くださ短絡保護兼用を使用くださいい。。

警告警告 　　漏電に伴う感電を防ぐ為に漏電漏電に伴う感電を防ぐ為に漏電ﾌﾞﾚｰｶｰﾌﾞﾚｰｶｰと共に本体と共に本体ｱｰｽｱｰｽは必ずしてください。は必ずしてください。

警告警告 　感電を防ぐ為　感電を防ぐ為ﾌﾞﾚｰｶｰﾌﾞﾚｰｶｰを切ってを切ってかから裏面端子ら裏面端子ｶﾊﾞｰｶﾊﾞｰを開けてください。を開けてください。

警告警告 　計器や　計器やﾓｰﾀｰﾓｰﾀｰに水や薬品をかけないでください。に水や薬品をかけないでください。

注意　注意　     電源電圧は電源電圧はAC100VAC100V のみです。のみです。AC200VAC200V に接続をするとに接続をするとﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ、、攪拌機等が攪拌機等が

    壊れます。壊れます。

6.  6.  配管配管
6-1.6-1. 各設備の廃水配管から本装置入口とを配管します。各設備の廃水配管から本装置入口とを配管します。※配管口径は２５Ａです。※配管口径は２５Ａです。

6-2.6-2. 出口の配管をします。出口の配管をします。※配管口径は２５Ａです。※配管口径は２５Ａです。

注意　注意　配管工事が終わったら、配管工事が終わったら、必ず清水で液洩れがないか確認をしてください。必ず清水で液洩れがないか確認をしてください。

7.  7.  電気配線電気配線
7-1.7-1. 電気工事の規定に従って、電気工事の規定に従って、電源電源ﾌﾟﾗｸﾞﾌﾟﾗｸﾞををｺﾝｾﾝﾄｺﾝｾﾝﾄに差し込みます。に差し込みます。

注注意意　　電源電源ﾌﾟﾗｸﾞﾌﾟﾗｸﾞはすべての準備が完了し、はすべての準備が完了し、清水が中和槽内の規定の清水が中和槽内の規定のﾚﾍﾞﾙﾚﾍﾞﾙに入るまでは、　　に入るまでは、　　

　　　　　必ず　　　　　必ずﾌﾟﾗｸﾞﾌﾟﾗｸﾞを差し込まないようにしてください。を差し込まないようにしてください。

8.8.　本運転の前に　本運転の前に
注意　注意　清水を中和槽に入れる前に、清水を中和槽に入れる前に、必ず槽内に異物等が落ちていないかどうか十分に確認を必ず槽内に異物等が落ちていないかどうか十分に確認を

　　　　　してください。　　　　　してください。　　

8-1.8-1.中和槽に清水を入れます。中和槽に清水を入れます。出口の出口のｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰﾚﾍﾞﾙｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰﾚﾍﾞﾙの手前まで入れます。の手前まで入れます。

8-2.8-2. 薬品薬品ﾀﾝｸﾀﾝｸに清水をいれます。に清水をいれます。

注意　注意　薬品や原水が漏れると大変危険ですので必ず清水で水漏れの確認をしてください。薬品や原水が漏れると大変危険ですので必ず清水で水漏れの確認をしてください。絶対絶対

　　　　　に薬品を先に入れないでください。　　　　　に薬品を先に入れないでください。

8-3.8-3. 電源電源ﾌﾟﾗｸﾞﾌﾟﾗｸﾞををAC100VｺﾝｾﾝﾄAC100Vｺﾝｾﾝﾄに差し込みます。に差し込みます。

8-4.8-4. 電源が入ったら、電源が入ったら、ｐＨ指示調節計ｐＨ指示調節計PET-M3PET-M3 の表示がでることを確認します。の表示がでることを確認します。

8-5.8-5.　　PET-M3PET-M3ののpHpH標準液による校正をおこないます。標準液による校正をおこないます。

11））　　pHpH電極電極S-200CS-200C型をの先端の保存用型をの先端の保存用ﾎﾞﾄﾙﾎﾞﾄﾙを取り外してください。を取り外してください。

　　（長時間使用しない場合は電極　　（長時間使用しない場合は電極ﾎﾞﾙﾄﾎﾞﾙﾄを取付けて下さい。）　　を取付けて下さい。）　　
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22）　）　pHpH標準液標準液pH7pH7 ととpH4pH4 の二種類の標準液と、の二種類の標準液と、標準液洗浄用蒸留水標準液洗浄用蒸留水 （無い場合は水道水でも可）（無い場合は水道水でも可）

　　を　　をﾎﾟﾘﾋﾞｰｶｰﾎﾟﾘﾋﾞｰｶｰ等に入れて校正を行います。等に入れて校正を行います。もし原水がもし原水がｱﾙｶﾘｱﾙｶﾘ中心の場合は、中心の場合は、pH7pH7ととpH9pH9の標準　の標準　

　　　液を使用した方が、　　　液を使用した方が、より正確な調整ができます。より正確な調整ができます。

33）　）　pHpH電極を蒸留水でよく洗浄し、電極を蒸留水でよく洗浄し、必ず水分を落としてから必ず水分を落としてからpH7pH7標準液にいれます。標準液にいれます。

44））  　　　　　　  を先に押しながらを先に押しながら    　　　　  　を押します。　を押します。

        右図のような画面が出ます。右図のような画面が出ます。

55））pHpHの数値が安定したのちの数値が安定したのち      　　　　  を押します。を押します。

66））自動的に自動的にpHpH７校正が終了したら右図のような７校正が終了したら右図のような

　　　　　　pH4pH4の校正画面になります。の校正画面になります。

77）　）　pHpH電極を蒸留水でよく洗浄し、電極を蒸留水でよく洗浄し、必ず水分を必ず水分を

　　　落としてから　　　落としてからpH4pH4標準液にいれます。標準液にいれます。

88）　）　pHpHの数値が安定したのちの数値が安定したのち    　　　　      を押します。を押します。

99）　自動的に校正が終了し、）　自動的に校正が終了し、通常測定画面に戻ります通常測定画面に戻ります

。。

　　 pH pH電極を中和槽に取り付けます。電極を中和槽に取り付けます。

      ※必ず２点校正を行ってください。※必ず２点校正を行ってください。

8-6.8-6. ｐＨ指示調節計のＰ１ｐＨ指示調節計のＰ１（上限）（上限）設定値及びＰ２設定値及びＰ２（下限）（下限）設定値を設定します。設定値を設定します。

P1P1 （上限）（上限）設定値設定値・・・・・・ｐＨ測定値がこの値以上になると酸ｐＨ測定値がこの値以上になると酸ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟが働き始めます。が働き始めます。

P2P2 （下限）（下限）設定値設定値・・・・・・ｐＨ測定値がこの値以下になるとｐＨ測定値がこの値以下になるとｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟが働き始めます。が働き始めます。

11）　　　　　を押します。）　　　　　を押します。右図のようなＰ１設定の画面が右図のようなＰ１設定の画面が

　　でます。　　でます。

22）　）　SETSETの数値が設定値になりますので、の数値が設定値になりますので、ｶｰｿﾙｶｰｿﾙを　　　押して、を　　　押して、設定値の数字の位置に移動させ、設定値の数字の位置に移動させ、

　　　　　　　で数字を変更します。　　　　　　　で数字を変更します。桁移動は　　　を押して移動してください。桁移動は　　　を押して移動してください。

　　　数値の変更が終わったら　　　　を押して確定します。　　　数値の変更が終わったら　　　　を押して確定します。ｶｰｿﾙｶｰｿﾙは、は、DIFFDIFFの数値上に移動します。の数値上に移動します。

C A L . S T D
A U T O 2 5 ℃
M A N U A L ( 2 5 ℃ )

I N P U T 7 . 3 1 p H
C A L p H

C A L

C A L . S T D
A U T O 2 5 ℃
M A N U A L ( 2 5 ℃ )

I N P U T 7 . 3 1 p H
C A L p H

C A L

下部のCALが点滅します。
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33）　）　DIFFDIFFは、は、ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟの始動点と停止点に差を持たせる設定値で、の始動点と停止点に差を持たせる設定値で、動作隙間と呼びます。動作隙間と呼びます。

　　　０　　　０  にするとにするとﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟの始動点と停止点が同じになります。の始動点と停止点が同じになります。頻繁に頻繁にﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟが始動、が始動、停止を繰り返すことを停止を繰り返すことを

　　　防止する為に設定します。　　　防止する為に設定します。0.030.03位に設定をしてください。位に設定をしてください。

55）　　　　　　　で数字を変更します。）　　　　　　　で数字を変更します。桁移動は　　　を押して移動してください。桁移動は　　　を押して移動してください。

　　　数値の変更が終わったら　　　　を押して確定します。　　　数値の変更が終わったら　　　　を押して確定します。

66）　　　　　を押します。）　　　　　を押します。右図のような右図のようなＰＰ22設定画面設定画面

　　　になります。　　　になります。Ｐ１と同様に設定して下さい。Ｐ１と同様に設定して下さい。

　　　※廃水の基準は　　　※廃水の基準は5.8pH5.8pH～～8.6pH8.6pHですですがが、、

　　　　　　P1P1→→8.08.0 （酸注入）、（酸注入）、P2 P2 →→66 （（ｱﾙｶﾘｱﾙｶﾘ注入）注入）に設定して下さい。に設定して下さい。

　　　　　　　　　　  を押せば、を押せば、通常画面に戻ります。通常画面に戻ります。

※※P1P1の場合は右側にあるの場合は右側にあるH L H L ののHH側反転させたままにして下さい。側反転させたままにして下さい。

　　　　P2P2の場合は右側にあるの場合は右側にあるH LH LののLL側を反転させたままにして下さい。側を反転させたままにして下さい。

8-7.8-7.　　　　を押した後、　　　を押し酸　　　　を押した後、　　　を押し酸ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟの作動を確認してください。の作動を確認してください。　　　を押し　　　を押しｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟの作動を　の作動を　

　　　確認します。　　　確認します。

警告警告　　清水で液漏れ等がないことを確認してください。　　清水で液漏れ等がないことを確認してください。確認後薬品を使用してください。確認後薬品を使用してください。

8-8.8-8.　　　　を押します。　　　　を押します。ｐＨ指示調節計の画面上にｐＨ指示調節計の画面上にM1M1の表示がでます。の表示がでます。

　　　中和処理槽の撹拌機の本体　　　中和処理槽の撹拌機の本体ｽｲｯﾁｽｲｯﾁををONONの位置にすれば、の位置にすれば、攪拌機が動きだします。攪拌機が動きだします。

　　　またもう一度　　　　を押せば停止します。　　　またもう一度　　　　を押せば停止します。通常は　　　　で通常は　　　　でON/OFFON/OFFをさせます。をさせます。

　　　※　　　※M2M2、、M3M3ののｽｲｯﾁｽｲｯﾁは使用していません。は使用していません。　　

注意注意　　回転部に手や指を入れないように十分注意して下さい。　　回転部に手や指を入れないように十分注意して下さい。

8-9.8-9.撹拌機の撹拌具合を確認します。撹拌機の撹拌具合を確認します。※※ｽｲｯﾁｽｲｯﾁを左にいっぱい回し連続を左にいっぱい回し連続ONONにして下さい。にして下さい。また、また、

左に回すと左に回すとﾀｲﾏｰﾀｲﾏｰ運転になります。運転になります。但し今回は使用をしていませんので常に連続但し今回は使用をしていませんので常に連続ONONにして下さい。にして下さい。

禁止禁止 　撹拌機は空転厳禁です。　撹拌機は空転厳禁です。

8-10.8-10.酸酸ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟととｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟの清水の吐出を確認します。の清水の吐出を確認します。

11））ｴｱｰｴｱｰ抜き抜きﾊﾞﾙﾌﾞﾊﾞﾙﾌﾞ（（AIR VENT)AIR VENT)ををOPENOPEN側に回し、側に回し、清水が清水がﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟ内まで入ったことを確認して内まで入ったことを確認してSHUTSHUT側側

　　に戻します。　　に戻します。ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟの吐出量は、の吐出量は、ｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ長調整つまみ長調整つまみ(STROKE(STROKE　　LENGTH)LENGTH)を動作中に回すこを動作中に回すこととにに

　　よって可変ができます。　　よって可変ができます。また、また、一分間当たりの一分間当たりのｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ数も数もｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ数調整つまみ数調整つまみ （（STROKESTROKE　　RATERATE））

　　で可変ができます。　　で可変ができます。

※使用の※使用のﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟは、は、本体本体ﾎﾟﾝﾌﾟﾍｯﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟﾍｯﾄﾞととﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑの間隙に液を入れの間隙に液を入れﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑを裏側から押すことによってを裏側から押すことによって

　　液を吐出させています。　　液を吐出させています。ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑを、を、押し出す長さを押し出す長さをｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ長と呼びます。長と呼びます。ｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ長及び長及びｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ数数

　　を可変すれば、　　を可変すれば、毎分当たりの吐出量を可変できます。毎分当たりの吐出量を可変できます。標準設定は標準設定はｽﾄﾛｰｸ50ｽﾄﾛｰｸ50％。％。自動運転の際自動運転の際

　　　　pHpHがが66よりも下がる場合は、よりも下がる場合は、ｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ設定を設定を3030％位まで少なくして下さい。％位まで少なくして下さい。pHpHがが88まで下がらないまで下がらない

　　場合は　　場合はｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ設定を設定を6060～～7070％に上げてください。％に上げてください。

※電磁定量ポンプＥＨ型の取扱説明書を参照して下さい。※電磁定量ポンプＥＨ型の取扱説明書を参照して下さい。
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9.9.　試運転　試運転
9-1.9-1. 薬品薬品ﾀﾝｸﾀﾝｸに目標濃度になるよう調整し清水を入れて下さい。に目標濃度になるよう調整し清水を入れて下さい。次に清水の中に硫酸をゆっくり入れ、次に清水の中に硫酸をゆっくり入れ、

目標濃度に希釈します。目標濃度に希釈します。（硫酸の中に清水を入れる事は絶対にしないで下さい。）（硫酸の中に清水を入れる事は絶対にしないで下さい。）

※別の容器で薬品の希釈をして移し替えてもかまいません※別の容器で薬品の希釈をして移し替えてもかまいません

9-2.9-2.同様に苛性ソーダもゆっくりと入れて、同様に苛性ソーダもゆっくりと入れて、目標濃度に希釈します。目標濃度に希釈します。

※各薬品の濃度は※各薬品の濃度は55％程度として下さい。％程度として下さい。　　

警告警告 硫酸や苛性硫酸や苛性ｿｰﾀﾞｿｰﾀﾞは服を溶かす恐れや、は服を溶かす恐れや、火傷をしたり薬液が目に入ると失明のする場火傷をしたり薬液が目に入ると失明のする場合合がが

ありますので、ありますので、作業時は必ず劇薬用の手袋や作業時は必ず劇薬用の手袋やｴﾌﾟﾛﾝｴﾌﾟﾛﾝ、、保護保護ﾒｶﾞﾈﾒｶﾞﾈ等を着用して下さい。等を着用して下さい。

注意注意 薬品薬品 （硫酸や苛性（硫酸や苛性ｿｰﾀﾞｿｰﾀﾞ））を希釈する場合は、を希釈する場合は、絶対薬品を先に入れないで下さい。絶対薬品を先に入れないで下さい。

9-39-3.. pHpH計の制御を　　　計の制御を　　　ｽｲｯﾁｽｲｯﾁで自動で自動ﾓｰﾄﾞﾓｰﾄﾞに切換えをして下さい。に切換えをして下さい。

9-4.9-4.撹拌機の撹拌機のｽｲｯﾁ      ｽｲｯﾁ      を押します。を押します。　　

※攪拌機本体の※攪拌機本体のｽｲｯﾁｽｲｯﾁは左の連続は左の連続ONONにします。にします。

9-5.9-5.各設備より廃液を流します。各設備より廃液を流します。

警告警告    流量が流れ過ぎないように少しずつ流します。流量が流れ過ぎないように少しずつ流します。（（100100～～200L/200L/時間）時間）また、また、一度に大量一度に大量

の廃液やや濃厚な廃液の廃液やや濃厚な廃液

は処理する事は出来ません。は処理する事は出来ません。

9-6.9-6.ｐＨ指示調節計を見ながら中和の調整具合を監視します。ｐＨ指示調節計を見ながら中和の調整具合を監視します。原水流入量及び原水のｐＨ値，原水流入量及び原水のｐＨ値，薬液薬液

注入量、注入量、上下限設定値を可変し、上下限設定値を可変し、調整が最適になるようにします。調整が最適になるようにします。

注意注意 酸、酸、ｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟｱﾙｶﾘﾎﾟﾝﾌﾟののｽﾄﾛｰｸｽﾄﾛｰｸ長調整長調整ﾀﾞｲﾔﾙﾀﾞｲﾔﾙは、は、作動中のみ調整できます。作動中のみ調整できます。

注意注意 ﾊﾝﾁﾝｸﾞﾊﾝﾁﾝｸﾞ現象がおきないように調整します。現象がおきないように調整します。  酸注入によって酸注入によってpHpH値が下限設定値以下に値が下限設定値以下に

なってなってｱﾙｶﾘｱﾙｶﾘ注入注入ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟが働きます。が働きます。また、また、ｱﾙｶﾘｱﾙｶﾘ注入によって注入によってpHpH値が上限設定値以上に値が上限設定値以上に

なって酸注入なって酸注入ﾎﾟﾝﾌﾟﾎﾟﾝﾌﾟが働きます。が働きます。この動作を繰り返えしてしまう現象をこの動作を繰り返えしてしまう現象をﾊﾝﾁﾝｸﾞﾊﾝﾁﾝｸﾞと言います。と言います。

10.10.　本運転　本運転
試運転調整が終了し、試運転調整が終了し、pHpH が排水基準内であるか確認後本運転に入ります。が排水基準内であるか確認後本運転に入ります。公共用水路へ排出す公共用水路へ排出す

る場合は、る場合は、pHpHの排水基準はの排水基準はpH5.8pH5.8 ～～8.68.6 です。です。本機は連続運転用に作られていますが、本機は連続運転用に作られていますが、回分回分

（（ﾊﾞｯﾁﾊﾞｯﾁ））式運転式運転 （手動）（手動）にも対応できます。にも対応できます。あらかじめ清水を中和槽に半分ぐらい入れておき、あらかじめ清水を中和槽に半分ぐらい入れておき、中中

和の必要な廃液を注入します。和の必要な廃液を注入します。ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰﾚﾍﾞﾙ5ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰﾚﾍﾞﾙ5㎝程度下になったら、㎝程度下になったら、攪拌機を回し中和処理運転攪拌機を回し中和処理運転

ををしします。ます。pHpH中和が終わったら、中和が終わったら、しばらく撹拌したままでしばらく撹拌したままでpHpH値が７付近で安定したら攪拌機を止め値が７付近で安定したら攪拌機を止め

排出します。排出します。一回で処理する廃液の量であらかじめ入れる清水の量を加減してください。一回で処理する廃液の量であらかじめ入れる清水の量を加減してください。清水清水ﾌﾟﾗｽﾌﾟﾗｽ

廃水をほぼ一定量にします。廃水をほぼ一定量にします。

※※ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰﾚﾍﾞﾙｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰﾚﾍﾞﾙは、は、出口より液が流出する液面出口より液が流出する液面ﾚﾍﾞﾙﾚﾍﾞﾙです。です。

注意注意 回分回分 （（ﾊﾞｯｼﾞﾊﾞｯｼﾞ））式試運転式試運転 （手動）（手動）をする場合は、をする場合は、ﾒｰｶｰﾒｰｶｰに相談をして下さい。に相談をして下さい。間違った間違った

使用は機器を壊す恐れががあります。使用は機器を壊す恐れががあります。

M1M1

MANMAN
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11.11.　保守　保守
11-1.11-1. 薬液の交換　薬液の交換　

ﾎﾟﾘﾀﾝｸﾎﾟﾘﾀﾝｸの薬液の薬液ﾚﾍﾞﾙﾚﾍﾞﾙは目視で定期的に確認してください。は目視で定期的に確認してください。空になる前に同じ濃度の液を補充します。空になる前に同じ濃度の液を補充します。

※※55頁参照頁参照

警告警告 薬液によって服を溶かす恐れや、薬液によって服を溶かす恐れや、火傷をしたり薬液が目にに入ると失明のする場合があり火傷をしたり薬液が目にに入ると失明のする場合があり

ますので、ますので、作業をする時は必ず劇薬用の手袋や作業をする時は必ず劇薬用の手袋やｴﾌﾟﾛﾝｴﾌﾟﾛﾝ、、保護保護ﾒｶﾞﾈﾒｶﾞﾈ等を着用して下さい。等を着用して下さい。

11-2.11-2. ｐＨ電極の洗浄方法ｐＨ電極の洗浄方法

pHｶﾞﾗｽpHｶﾞﾗｽ電極は特殊な電極は特殊なｾﾝｻｰｾﾝｻｰです。です。その簡単な測定原理は、その簡単な測定原理は、先端の先端のｶﾞﾗｽｶﾞﾗｽ膜部分の両端に外側と内膜部分の両端に外側と内

側の側のpHpH値の差に比例した起電力を発生させるものです。値の差に比例した起電力を発生させるものです。先端の先端のｶﾞﾗｽｶﾞﾗｽ膜は、膜は、特殊な成分でできてお特殊な成分でできてお

ります。ります。このこのｶﾞﾗｽｶﾞﾗｽ膜が傷ついたり、膜が傷ついたり、汚れが付着すると正常に働きません。汚れが付着すると正常に働きません。汚れは定期的に洗浄して汚れは定期的に洗浄して

ください。ください。最も電極を傷つけにくくよく汚れがおちるのは、最も電極を傷つけにくくよく汚れがおちるのは、汚れに合った薬液に浸しておく方法です。汚れに合った薬液に浸しておく方法です。

洗浄剤としては、洗浄剤としては、塩酸塩酸11～～55％等が一般的です。％等が一般的です。その他中性洗剤、その他中性洗剤、希硫酸、希硫酸、低濃度苛性低濃度苛性ｿｰﾀﾞｿｰﾀﾞ等等

が使用されます。が使用されます。塩酸がないときは、塩酸がないときは、市販のトイレ用洗剤市販のトイレ用洗剤ｻﾝﾎﾟｰﾙｻﾝﾎﾟｰﾙ（塩酸（塩酸++洗剤）洗剤）を使用してくださを使用してくださ

い。い。　　ｸﾚﾝｻﾞｰｸﾚﾝｻﾞｰはガラス膜を傷つけるので使用できません。はガラス膜を傷つけるので使用できません。頑固な汚れは、頑固な汚れは、柔らかい布や柔らかい布やﾍﾟｰﾊﾞｰﾀｵﾍﾟｰﾊﾞｰﾀｵ

ﾂﾂ洗浄液を付けてふき取ってください。洗浄液を付けてふき取ってください。

　　　注意　　　注意 pHpH電極の電極のｶﾞﾗｽｶﾞﾗｽ膜部は割れやすいので、膜部は割れやすいので、取り扱いには十分注意をしてください。取り扱いには十分注意をしてください。

11-3.11-3. ｐＨ電極の交換方法ｐＨ電極の交換方法

pHpH電極は消耗品です。電極は消耗品です。洗浄しても校正ができなくなったり、洗浄しても校正ができなくなったり、できても反応が鈍くなったときは、できても反応が鈍くなったときは、電極電極

を交換して下さいを交換して下さい （一年に（一年に11回交換）。回交換）。pHpH指示調節計指示調節計PET-M3PET-M3が裏面が裏面ｶﾊﾞｰｶﾊﾞｰの四隅のの四隅のﾈｼﾞﾈｼﾞを外してを外してｶｶ

ﾊﾞｰﾊﾞｰを開けます。を開けます。端子のＧとＲを端子のＧとＲをﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰでゆるめて電極を外します。でゆるめて電極を外します。新しい電極を外した順番と新しい電極を外した順番と

逆に取り付けていきます。逆に取り付けていきます。pHpH電極を交換したときは必ず電極を交換したときは必ずpHpH校正をしてください。校正をしてください。

　　　警告　　　警告      交換の時は、交換の時は、感電防止のため電源感電防止のため電源ﾌﾟﾗｸﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜いてください。を抜いてください。
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  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PET-M3PET-M3の裏面の裏面ｶﾊﾞｰｶﾊﾞｰ                                            　　　　　　　　　　　　　　pHpH電極の配線電極の配線

  ※四隅を※四隅をM4M4のなべ小ネジで固定しています。のなべ小ネジで固定しています。
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12.12.　保証　保証
12-1.12-1.保証期間は納入の日から１年間です。保証期間は納入の日から１年間です。但しｐＨセンサーの保証期間は６ヶ月となります。但しｐＨセンサーの保証期間は６ヶ月となります。

12-2.12-2.保証期間中に打ち合わせの仕様にもかかわらず、保証期間中に打ち合わせの仕様にもかかわらず、弊社の製作上の不備により故障や破損、弊社の製作上の不備により故障や破損、

処理不可等が発生した場合は、処理不可等が発生した場合は、故障又は破損箇所、故障又は破損箇所、処理について無償対応させて頂きます。処理について無償対応させて頂きます。

12-3.12-3.次項の原因による故障や破損の修理及び消耗品の交換は、次項の原因による故障や破損の修理及び消耗品の交換は、有料とさせて頂きます。有料とさせて頂きます。

11））保証期間満了後の故障、保証期間満了後の故障、破損破損

22））正常でないご使用または保管による故障、正常でないご使用または保管による故障、破損破損

33））弊社指定品以外の部品をご使用の故障、弊社指定品以外の部品をご使用の故障、破損または原水仕様の変更破損または原水仕様の変更

44））弊社及び弊社指定外の修理弊社及び弊社指定外の修理・・改造による故障、改造による故障、破損、破損、処理不可処理不可

55））火災、火災、天災、天災、地変などの災害及び不可抗力による故障、地変などの災害及び不可抗力による故障、破損破損

12-4.12-4.お客様ご指定の規格、お客様ご指定の規格、または材料を用いた製品で故障や破損などが生じた場合は、または材料を用いた製品で故障や破損などが生じた場合は、弊社で弊社で

はその責に応じられませんのでご了承願います。はその責に応じられませんのでご了承願います。

12-5.12-5.取扱液の化学的、取扱液の化学的、もしくは流体的な腐食液質による異常や故障に対しては、もしくは流体的な腐食液質による異常や故障に対しては、弊社では保証を弊社では保証を

致しかねます。致しかねます。ご契約の際、ご契約の際、弊社にて選定した材質については、弊社にて選定した材質については、推奨できる材質を意味し、推奨できる材質を意味し、

その材質の耐食性などを保証するものではありませんのでご了承願います。その材質の耐食性などを保証するものではありませんのでご了承願います。

12-6.12-6.故障や破損原因の判定に質疑が生じた場合は、故障や破損原因の判定に質疑が生じた場合は、お客様と弊社との協議の結果によるものとしお客様と弊社との協議の結果によるものとし

致します。致します。

12-7.12-7.ご使用中に発生した故障に起因する種々の費用、ご使用中に発生した故障に起因する種々の費用、その他の損害の保証は致しかねますのでその他の損害の保証は致しかねますので

ご了承願います。ご了承願います。

13.13.　修理　修理
ご使用中に異常を感じたときは、ご使用中に異常を感じたときは、直ちに運転を停止して故障か否かを必ずご点検ください。直ちに運転を停止して故障か否かを必ずご点検ください。

13-1.13-1.修理のご依頼は、修理のご依頼は、ご購入先または弊社宛にご用命ください。ご購入先または弊社宛にご用命ください。

13-2.13-2.修理をご依頼される前に、修理をご依頼される前に、再度取扱説明書をよくお読みください。再度取扱説明書をよくお読みください。

13-3.13-3.修理をご依頼される場合には、修理をご依頼される場合には、下記の事項をお知らせください。下記の事項をお知らせください。

11））型式と製造Ｎｏ．型式と製造Ｎｏ．

22））購入先名購入先名

33））使用期間と使用状態使用期間と使用状態

44））故障個所とその状態故障個所とその状態

　　　注意　　　　　注意　　装置を返送される際は、装置を返送される際は、輸送中に取扱液が流出しますと大変危険ですので、輸送中に取扱液が流出しますと大変危険ですので、安全の安全の

　　　　　為必ず機器内に残っている液を全て排出し、　　　　　為必ず機器内に残っている液を全て排出し、充分洗浄してからご返送をしてください。充分洗浄してからご返送をしてください。
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トラブルが生じて困ったときは、トラブルが生じて困ったときは、下記内容を調べてください。下記内容を調べてください。

なお、なお、その他不明なトラブルが生じた場合は、その他不明なトラブルが生じた場合は、お問い合わせ下さい。お問い合わせ下さい。

状　　態 考えられる原因 対処方法

・薬品が入っていない ・原水を止め薬品の補充をする

・ｐＨ計の設定が違っている ・再度確認のうえ、設定する

・薬注ポンプが作動していない ・薬注ポンプが作動していない

・薬注が出ていない ・ポンプの作動及び詰まりを確認

・原水の濃度及び流量が能力オーバー    ・打ちあわせ仕様にあわせる。

・撹拌機が作動していない ・スイッチのＯＮを確認

・ｐＨ電極の異常 ・校正及び交換

・ｐＨ計の設定が違っている ・設定を確認の上合わせる

・ポンプの故障 ・修理

・ポンプの流量調整不良 ・流量ダイヤルで調整する

・撹拌機の本体スイッチがＯＦＦになっている・本体スイッチをＯＮにする

・ｐＨ計のＭ１スイッチがＯＦＦになっている ・Ｍ１スイッチをＯＮにする

・モーターのサーマルが働いている ・負荷を除去する

・ｐＨ電極の異常 ・ｐＨ電極の確認

・ｐＨ計の故障 ・修理

 中和処理槽があふれる ・出入口配管の閉塞 ・配管の清掃

・原水の液温が高い ・液温を４５℃以下にする

・化学反応熱がでて高くなる ・原水濃度を仕様に合わせる
 中和処理槽の変形

 中和処理異常   

 ポンプ作動不良         

 撹拌機作動不良 

ｐＨ計の指示 が安定しない 


